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ヤマブドウ植栽後の管理のポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 除草の徹底 
植栽直後は苗高がまだ低く、６月～７月

に他の雑草の被圧を受けやすいので、園地

を巡回し下草が繁茂してきたら早めに下刈

り除草を行ってください。 
 
２ 新梢の誘引 
 新梢を伸ばし葉量を確保する必要がある

ので、新梢が伸長してきたら、右図のよう

に新梢を垣根施設や棒にひもで上向きに結

わえます。 
 なお、夏期剪定や摘心は植栽当年には行

いません。 
 
３ 病虫害防除 
ヤマブドウは山野に自生しているので特

に管理しなくても果実を収穫できるイメー

ジがありますが、栽培してみると様々な病

虫害が発生します。病害では、黒とう病や

べと病、虫害では、マメコガネやブドウハ

モグリダニが植栽当年にも発生することが

予想されます。 
なお、薬剤散布は病虫害防除基準に準じ

て行うこととし、地方振興局の普及職員等

に相談して適切に実施してください。 
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植栽後は以下に注意して管理を行いましょう。 
 

①除草の徹底 

②新梢が伸びてきたら、垣根施設等に結わえる 

③特に以下の病虫害に注意！ 

 

病害・・・黒とう病、べと病 
虫害・・・マメコガネ、ブドウハモグリダニ 

 

新梢は上向きに 

ヒモで結わ

える 

垣根の番線まで新梢が届かない時は、根元に

棒を立てて誘引するなどして、伸長した新梢

を地面に這わせないこと 


